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市
議
会
議
員
選
挙
は

三
月
八
日
で
す
︒

任
期
満
了
に
伴
う
T
般
選
挙

菊
池
市
過
挙
管
理
委
員
会
一
上
野
松
記
委
員
長
)

は
︑
一
月
九
日
に
開
い
た
委
員
会
で
︑
任
期
満
了

に
伴
う
菊
池
市
鵬
会
撮
員
l

般
選
挙
の
期
日
を
昭

和
五
十
六
年
三
月
八
日
百
一
と
決
定
し
ま
し
た
o

こ
れ
に
伴
う
執
行
予
定
は
'

次
の
と
お
り
で
す
︒

◎
遺
草
期
日
の
告
示　
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十

六
日

◎
立
候
補
届
出
期
限　
昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十

六EQr二月二十七日

の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
︒

選
挙
のル

ー
ル
を
守
り

明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を

選
挙
を
明
る
く
︑
き
れ
い
な
も
の
に
す
る
た
め

に
は
'

候
補
者
及
び
選
挙
運
動
に
携
わ
る
者
の
良

輸
あ
る
行
動
が
望
ま
れ
ま
す
が
︑
ま
ず
も
っ
て
市

民
一
人
天
が
政
治
や
選
挙
に
強
い
関
心
を
も
っ

て
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

必要です︒

選
挙
と
酒
­
­
選
挙
運
動
に
金
­
­
こ
れ
ら
は

昔
か
ら
容
易
に
断
ち
き
れ
な
い
悪
い
習
慣
で
も
あ

ります.
選
挙
運
動
の
と
き
に
認
め
ら
れ
て
い
る
飲
食
物

と
は
'

湯
茶
と
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
程
度
の
茶

菓
子
お
よ
び
運
動
員
に
支
給
す
る
弁
当
(

妄
五

〇
〇
円
一
を
盲
に
つ
き
十
五
人
分
三
食
の
十
日

分
だ
け
(

四
五
〇
食
一
と
な
っ
で
お
り
ま
す
︒

選
挙
運
動
に
は
︑
飲
食
物
の
接
供
が
伴
い
や
す

い
た
め
に
へ
公
職
漣
拳
法
で
は
'
r

何
人
も
選

挙
運
動
に
関
し
︑
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る

と
問
わ
ず
前
記
以
外
は
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
︒
「
何
人
も
」
の

中
に
は
︑
有
権
者
も
候
補
者
も
す
べ
て
含
ま
れ
ま

す
.

し
た
が
っ
て
'

有
権
者
が
候
補
者
に
増
る
陣

中
見
舞
の
お
酒
は
飲
食
物
に
含
ま
れ
る
の
で
違
反

となります︒

ど
う
し
て
も
陣
中
見
舞
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
は
︑
お
金
を
贈
っ
て
く
だ
さ
い
O　
「
選
挙
運

動
の
蒜
に
使
っ
て
下
さ
い
」
と
金
表
を
贈
る

こ
と
は
違
反
に
な
り
ま
せ
ん
o
候
補
者
は
'

選
挙

運
動
費
用
の
収
入
一
寄
付
一
と
し
て
受
け
入
れ
︑

選
挙
終
了
後
に
出
納
責
任
者
か
ら
そ
の
収
支
の
明

細
が
報
告
さ
れ
ま
す
︒

こ
の
報
告
書
は
三
年
間
保
存
さ
れ
'

誰
で
も

閲
覧
出
来
ま
す
︒

明
る
い

く
ら
し
は

選
挙
が土

台

I I ・rム純は.ftUt.ごとrfjlHttv寸ぷ蛸◆



昭和56年1月20日き　く　　ち外早

m v;<*・­'ォ">^>

投
票
で
き
る
人

本
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
.

た
だ
し
公
民
権
停
止
着
'

誤
載
者
は
'

誉
録
さ
れ

て
い
て
も
投
弟
で
き
ま
せ
ん
.

※
満
2
︒
年
以
上
の
人
で
︑
昭
和
5
5
年
ュ
1
月
2
5
日

以
前
に
本
市
に
転
入
の
届
出
を
し
︑
引
き
つ
づ
き

住
所
を
宥
し
て
い
る
人
︒

K
・
昭
和
3
6
年
3
月
9
日　
以
前
の
出
生
者
で
'

昭
和
5
5
年
2
月
2
5
日
現
在
本
市
に
住
所
を
有
し
'

引
き
つ
づ
き
三
ケ
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
る
人
︒

◆
授
要
所
入
場
券
は
'

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

各
億
帯
へ
送
付
し
ま
す
o

◆
1
月
3
0
日
以
降
に
市
内
転
居
の
届
出
を
さ
れ

た
転
居
者
は
︑
転
居
前
の
住
所
の
属
す
る
授
寮
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
o

◆
捜
索
所
は
入
場
券
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
︒
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多
く
の
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
た
い
と
い
う
心

情
は
充
分
理
解
で
き
ま
す
が
'

金
の
か
か
ら
な
い

選
挙
の
推
進
と
︑
観
光
都
市
菊
池
の
美
観
を
考
え

て
の
条
例
で
す
の
で
'

事
情
を
ご
理
解
い
た
だ
き
︑

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は
'

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
以

外
に
は
貼
ら
れ
な
い
よ
う
に
立
候
補
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
し
ま
す
︒

不
在
者
投
票
は
︑
そ
の
理
由
と

手
続
尊
に
ご
達
意
を
〃
‥

立
候
醇
手
続
き
等
の

説
明
会

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
は

決
め
ら
れ
た
場
所
に

不
在
者
投
幕
の
制
度
は
︑
選
挙
人
が
選
挙
の
当

日
正
当
な
事
由
に
よ
っ
て
授
粟
所
で
授
承
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で
︑

選
挙
当
日
授
粟
主
義
の
例
外
と
し
て
︑
選
挙
当
日

の
前
に
あ
ら
か
じ
め
投
粟
す
る
速
を
開
こ
う
と
す

る
制
度
で
す
︒
し
た
が
っ
て
そ
の
投
粟
手
続
き
は

特
に
厳
格
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
充
分
認
識

さ
れ
て
︑
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒

※事由

㊦
選
挙
人
が
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域
外
に
お

い
て
︑
職
務
又
は
業
務
に
従
事
中
の
人
.

㊤
選
挙
人
が
や
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事
故
の
た

め
そ
の
属
す
る
授
寮
区
の
あ
る
市
町
村
の
区
域
外

に
旅
行
中
又
は
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
︒

①
選
挙
人
が
病
気
や
出
産
等
で
歩
行
が
著
し
く
困

難
で
あ
る
べ
き
こ
と
0

◎
'

℡
事
由
略　
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
方
々
は
︑
告
示
の
日
か
ら
投
票
日

の
前
日
ま
で
︑
不
在
者
投
粟
が
で
き
ま
す
が
︑
そ

の
事
由
を
宣
誓
書
に
書
い
て
記
名
押
印
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
'

用
e
f

旅
行
先
等
々
︑

充
分
に
承
知
さ
れ
た
上
で
不
在
者
授
寮
記
載
所
一

W
Z
'
f
c
?
甘　
叫
印
局
.

い
こ
;

・
. 
'
>
・
'

・
サ
蝣
"
.
;
.

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
粟

選
挙
人
で
身
体
に
重
度
の
障
書
の
あ
る
か
た
は
︑

郵
便
投
東
証
明
書
に
よ
っ
て
自
宅
で
投
票
で
き
る

制度です︒
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
で
'

身
体
陣
客

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
ら
れ
'

次
の
障
害
の
範
回

に
孫
当
さ
れ
︑
現
住
所
地
で
郵
便
に
よ
る
投
粟
を

希
望
さ
れ
る
方
は
'

郵
便
授
秦
荘
明
書
の
交
付
の

手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
自
宅
で
投
票
が
出
来
ま
す
.

手
続
は
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
o

※
障
啓
の
範
囲

◎
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
た
人
で
︑
障
害
の
程
度
が
両
下
肢
'

又
は
へ

体
の
障
害
の
程
度
が
l

級
若
し
く
は
︑
二
級
の
人
o

心
臓
︑
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
障
害
に
あ
っ

て
は
二
級
若
し
く
は
三
級
の
人
︒

そ
の
他
へ
選
挙
の
こ
と
で
の
お
た
ず
ね
は
︑

菊
池
市
選
挙
管
理
要
員
会
事
務
局
へ
ど
う
ぞ
o

場
所
市
役
所
遠
一
農
香
と
な
り
一

電
話　
⑤
⊥
1
二　
内
線
二
四
三
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立
候
補
さ
れ
る
時
は
︑
法
律
で
定
め
ら
れ
た
各

種
の
届
出
書
類
が
必
要
で
す
︒

こ
の
よ
う
な
事
務
指
導
の
た
め
の
説
明
会
で
す
︒

次
の
方
は
'

時
間
厳
守
の
上
も
れ
な
く
ご
出
席
く

ださい︒
◎
立
候
補
予
定
者

◎
総
括
主
宰
者
予
定
者

◎
出
納
責
任
者
予
定
者

※
必
要
書
輝
は
︑
事
務
局
で
準
備
し
ま
す
O

公
職
選
挙
法
の
規
定
で
は
︑
市
警
義
貞
の
選

挙
の
場
合
'

千
二
百
枚
ま
で
の
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
を
貼
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
︑
本
市
で
は
︑

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
の
市
醸
会
で
穣
貞
提
案
に

よ
る
任
意
制
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
設
置
条
例
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
条
例
に
も
と
づ
い
て
'

今
回
の
選
挙
で
も

市
内
百
三
十
个
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
が
設
け
ら

れますO

℡

、. あ ..な た の .投 票 所 は ‥ l
お ま 各 が い & く f t

第 1投 票 所 ～菊池 勤 労 者体育 セ ンタ一
上 町 1 立町 , 高野 瀬

第 2投 票 所 ～第二 幼楽 閲
中町 l 下PTl 切 明 . 立 石 , 袈 裟 嵐 王 禅寺

第 3 投 票 所～菊 池 市役 所
迎 町 l 中央 道 , 横町 , 正院町 , 栄町 , 北臥
片 角 l 大琳 寺 ▼北宮

第 4 投 票 所～ 菊池 女子 高 校
西 正観 載 東正 視寺 , 亘 . 築地

第 5投 票 所～ 河原 小学 校 体育館
神鶴 , 桧 鼠 日向 , 柿 木平 , 中 原

第 6 投 票 所～藤 田蚕糸 公民館
藤 田 , 下 木庭 , 上 木庭

第 7 投 票 所～ 菊池 東中 学 校
佐 野 . 鍋倉 ー原 本村 , 細 永 . 日生野 , 伊牟
田 ▼迫 の 谷 1 滝 黒仁 田 , 木 佐木

第 8 投票 所 ～水 源北 小 学校
戸城 , 永Ui, 伊 野 , 杉生 , 木讃 1 柏 . 指 の
甲 、根井 原 . 生味 . 桧 ケ花 ▼古 川 1 立 門

第 9 投 票所 ～塚 原蚕 糸 公 民館
下組 ­ 塚 原 ­ 長 六 ▼岩下 ▼平 山

第10授来 所 ～龍 門小 学 校体育 館
寺小 野 ー染土 1 長 野 , 虎 口 ー中片 , 雪 野

第11投票所 ～元 小 木分 校体育 館
小桶 野 . 白木 1 陣 内 . 下 古閑

第12投票 所～ 竜 門 ダム 水没対 策協 議会 実 務所
下 半 尺 , 上 半 尺 ー中 山 , 鳳 来 一穴 川

第 13投票所 ～畳 間′ト学 校講 堂
西迫 臥 七坪 , 市 野 風 中野 瀬 , 大 臥 東
迫 聞 一戸豊水 , 大 柿 , 平 野

第14投票 所～ 重味 小 学 校
茂 藤里 . 篠 倉 ▼伊 倉 . 通園 , 金 峰

第 15投票所 ～菊 之池 小 学校 体育 館
深 JIl. 上長 EB , 野 間 口l 神 米 1 上西 寺 l 中
西 寺 , 近 , 下 西 寺 1 南 古臥 北 古間 1 東原

第16投票 所～花 房 小 学校 体育 館
柑 臥 下長 臥 大塚 1 上組 田 1 下出 臥 植
古 閑 , 広瀬 . 木相 子

第17投票 所～ 戸 崎小 学 校
今 ▼甲森北 1乙森北 ,上古 閑 ,下 赤星 ,上赤星

第18投票 所～薭 方公 民館
薭 方 , 堀切


